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水
戸
藩
の
時
代
か
ら
深
い
関
係
が
あ
っ
た

那
珂
市
、
水
戸
市
、
常
陸
太
田
市
の
交
友
と

連
携
を
深
め
よ
う
と
三
市
の
史
跡
な
ど
を
巡

る
「
水
戸
黄
門
さ
ま
漫
遊
ウ
ォ
ー
ク
」
が　
１０

月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
秋
た
け
な

わ
の
常
陸
路
を
歩
き
ま
し
た
。

　

一
の
関
た
め
池
親
水
公
園
で
は
、
小
宅
那

珂
市
長
、
加
藤
水
戸
市
長
、
大
久
保
常
陸
太

田
市
長
に
よ
っ
て
印
籠
引
継
式
が
催
さ
れ
、

辺
り
は
曲
が
り
屋
の
た
た
ず
ま
い
も
相
ま
っ

て
黄
門
さ
ま
の
生
き
た
江
戸
の
情
緒
に
。
ふ

だ
ん
と
は
違
っ
た
趣
の
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
、
皆
さ
ん
は
歴
史
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら

清
々
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
行
事
「
月

見
」。
深
ま
り
行
く
秋
の
風
情
を

多
く
の
か
た
に
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
十
三
夜
の　

月　

日
、
曲

１０

１１

が
り
屋
に
お
い
て
月
見
の
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
月
見
の
会
が
始
ま

る
と
、
そ
れ
ま
で
雲
の
陰
に
隠
れ

て
い
た
月
も
顔
を
出
し
、
煌
々
と

夜
空
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。　

　

曲
が
り
屋
で
は
、「
伝
統
文
化

日
本
舞
踊
こ
ど
も
舞
会
」「
大
森

舞
踊
会
」
に
よ
る
可
憐
に
舞
う
日

本
舞
踊
、「
武
藤
宗
林
・
ま
さ
江
」

さ
ん
の
尺
八
と
琴
の
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
幻
想
的

な
世
界
の
中
で
、
紙
芝
居
や
野
点

で
お
点
前
が
披
露
さ
れ
、
団
子
や

お
し
る
こ
の
甘
味
な
ど
月
を
愛
で

な
が
ら
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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月　

日
、「
那
珂
ふ
る
さ
と
大

１０

２５

使
」
宮
下
敏
子
さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、
音
楽
家
）、
長
須
与
佳
さ
ん

（
音
楽
家
、
琵
琶
・
尺
八
奏
者
）
に

よ
る
那
珂
市
文
化
協
会
主
催
「
那
珂

ふ
る
さ
と
大
使
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
市

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
会
場
へ
詰

め
か
け
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
那
珂
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
お
二
人
が
、「
那
珂
市
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
音
色
を
届
け
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
」
と
、
宮
下
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
と
、

長
須
さ
ん
の
奏
で
る
悠
久
の
音
色
が
会
場

を
優
雅
に
響
き
ま
し
た
。
最
後
は
長
須
さ

ん
の
演
奏
に
宮
下
さ
ん
が
歌
う
豪
華
な
共

演
が
行
わ
れ
、
客
席
も
そ
ろ
っ
て
歌
い
ま

し
た
。
宮
下
さ
ん
、
長
須
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
の

胸
に
感
動
を
呼
び
込
み
、
惜
し
み
な
い
大

き
な
拍
手
が
お
二
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
市
立
図
書
館
「
図
書
館
ま
つ

り
」
が　

月　

日
・　

日
に
開
催
さ

１０

１８

１９

れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
お
は
な
し
会
と
映
画
会
が

１８
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
は
な
し
会
で
は

絵
本
、
紙
芝
居
、
落
語
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
繰

り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

く
広
が
る
お
は
な
し
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
映
画

会
で
は
「
北
極
の
ナ
ヌ
ー
」
が
上
映

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
鑑
賞
に

訪
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
図
書
館
ま
つ
り
講
演
会
「
布
に

１９
心
模
様
を
描
く
刺
繍
の
世
界
」
が
日
本
刺

繍
作
家
の
草
乃
し
ず
か
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

草
乃
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
支

え
て
く
れ
た
創
作
活
動
に
つ
い
て
、
刺
繍

の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
た
本
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
優
し
い
語
り

口
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
と
き
よ
り
ユ

ニ
ー
ク
な
一
面
も
の
ぞ
か
せ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
一
言
一
言
丁
寧
に
語
り
か
け

る
草
乃
さ
ん
の
穏
や
か
な
お
人
柄
に
、
皆

さ
ん
は
改
め
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

　

会
場
内
に
は
作
品
も
展
示
さ
れ
、
艶
や

か
で
雅
な
日
本
刺
繍
の
世
界
に
、
皆
さ
ん

か
ら
は
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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　市では、市民の皆さんに財政状況をお知らせし、市政運
営の状況をご理解いただくとともに、豊かで住みよいまち
づくりに一層のご協力をお願いするため、毎年２回、財政
事情を公表しています。
　今回は、９月の市議会定例会で認定されました平成１９年
度決算の状況および平成２０年４月１日から平成２０年９月３０
日までの間における予算の執行状況などについてお知らせ
します。

那 珂 市 の
� � � �
平成１９年度決算・平成２０年度上半期
問い合わせ／財政課財政係　�２９８－１１１１　内線５２２

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

１９

入
総
額
１
７
３
億
８
４
９
９
万
６
千
円
、
歳

出
総
額
１
６
７
億
５
３
６
９
万
３
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
に
お
い
て
は

１
億
９
８
０
８
万
７
千
円
の
減
、
歳
出
に
お

い
て
は
１
億
３
４
３
３
万
７
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
６
億

３
１
３
０
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
平
成　

年
度
へ
の
繰
越
事
業
の
財
源

２０

と
し
て
６
０
４
１
万
９
千
円
を
充
当
し
ま
し

た
の
で
、
平
成　

年
度
に
属
す
べ
き
収
入
と

１９

支
出
の
実
質
的
な
差
額
で
あ
る
実
質
収
支
額

は
、
５
億
７
０
８
８
万
４
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
・
表
２
参
照
）　

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す

と
、
市
税
が
税
源
移
譲
お
よ
び
定
率
減
税
廃

止
に
伴
う
個
人
住
民
税
の
増
や
新
築
家
屋
の

増
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ　

・
７
％
増
の　

億
７
１
５

１０

７１

５
万
５
千
円
、
地
方
譲
与
税
が
個
人
住
民
税

へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、　

・
８
％
減
の
３

５４

億
４
６
０
４
万
８
千
円
、
地
方
交
付
税
が
三

位
一
体
の
改
革
に
伴
う
総
額
の
抑
制
に
よ

り
、　

・
７
％
減
の　

億
３
８
８
８
万
５
千

１１

３２

円
、
国
庫
支
出
金
が
合
併
市
町
村
補
助
金
の

減
な
ど
に
よ
り
、
６
・
１
％
減
の　

億
８
０

１１

６
２
万
円
、
繰
入
金
が
財
源
不
足
を
補
う
た

め
の
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
増
な
ど
に
よ

り
１
５
８
・
１
％
増
の
８
億
１
２
８
１
万
３

千
円
、
市
債
が
上
菅
谷

停
車
場
線
街
路
整
備
事

業
債
や
減
税
補
て
ん
債

の
減
な
ど
に
よ
り　

・
２２

１
％
減
少
し　

億
７
１

１２

８
２
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
市

が
自
ら
の
手
で
確
保
で

き
る
自
主
財
源
は
、　
９７

億
３
９
１
８
万
円
で
、

前
年
度
よ
り　

・
９
％

１３

増
加
し
、
歳
入
全
体
の

　

・
０
％
と
な
り
ま
し

５６た
。
こ
れ
に
対
し
、
国

や
県
か
ら
決
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、

割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
依
存
財
源
は
、　

億
７６

４
５
８
１
万
６
千
円

で
、
前
年
度
よ
り　

・
４
％
減
少
し
、
歳
入

１５

全
体
の　

・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。（
表
３
・

４４

図
１
参
照
）

　

次
に
歳
出
の
概
要
を
目
的
別
に
み
て
み
ま

す
と
、
総
務
費
が
職
員
人
件
費
の
減
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
５
・
５
％
減
少
し　
２０

億
７
５
０
万
４
千
円
、
民
生
費
が
制
度
の
拡

充
に
伴
う
児
童
手
当
支
給
事
業
の
増
や
生
活

保
護
扶
助
費
の
増
な
ど
に
よ
り
４
・
１
％
増

加
し　

億
２
７
３
９
万
２
千
円
、
土
木
費
が

４１

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
と
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
上
菅
谷
停
車
場
線
街
路

整
備
事
業
や
瓜
連
駅
南
停
車
場
線
街
路
整
備

事
業
の
減
な
ど
に
よ
り　

・
４
％
減
少
し　

１１

２４

億
１
９
８
２
万
３
千
円
、
教
育
費
は
継
続
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
五
台
小
学
校
大
規

模
改
造
事
業
や
一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
の
開
始
に
よ
り
１
・
７
％

増
加
し　

億
６
５
９
２
万
３
千
円
と
な
り
ま

２３

し
た
。（
表
４
・
図
２
参
照
）

　

歳
出
の
概
要
を
性
質
別
に
み
て
み
ま
す

と
、
人
件
費
が
職
員
給
与
や
退
職
手
当
組
合

負
担
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

０
・
９
％
減
少
し　

億
１
２
１
８
万
８
千
円
、

４３

普
通
建
設
事
業
費
が
上
菅
谷
停
車
場
線
街
路

整
備
事
業
や
瓜
連
駅
南
停
車
場
線
街
路
整
備

事
業
の
減
な
ど
に
よ
り　

・
１
％
減
少
し　

１５

１８

億
７
０
７
１
万
２
千
円
、
物
件
費
が
茨
城
県

議
会
議
員
選
挙
費
の
減
な
ど
に
よ
り
０
・
４

％
減
少
し　

億
９
４
５
３
万
１
千
円
と
な
り

２４

ま
し
た
。（
表
５
・
図
３
参
照
）
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平成 年度１９ ����

比　　　較平成１８年度
（B）

平成１９年度
（A）区　　分

増減率（A）／（B）差引（A）－（B）

△０．９△１５３，４００１７，４６２，９５０１７，３０９，５５０予算額

△１．１△１９８，０８７１７，５８３，０８３１７，３８４，９９６歳入総額（a）

△０．８△１３４，３３７１６，８８８，０３０１６，７５３，６９３歳出総額（b）

△９．２△６３，７５０６９５，０５３６３１，３０３差引（a）－（b）

表 １　平成１９年度一般会計決算状況 単位：千円、％

平成１８年度平成１９年度区　　　分

１７，５８３，０８３１７，３８４，９９６歳入総額（A）

１６，８８８，０３０１６，７５３，６９３歳出総額（B）

６９５，０５３６３１，３０３歳入歳出差引額（C）（（A）－（B））

４３，４７２６０，４１９翌年度に繰り越すべき財源（D）

継続費逓次繰越額

４３，４７２６０，４１９繰越明許費繰越額

事故繰越繰越額

６５１，５８１５７０，８８４実質収支額（E）（（C）－（D））

表 ２　平成１９年度一般会計収支状況 単位：千円
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増減率（A）／（B）１８年度決算額（B）構成比１９年度決算額（A）区　　分
△３．６２９１，６２７１．７２８１，０９３議 会 費
△５．５２，１２４，００２１２．０２，００７，５０４総 務 費
４．１３，９６４，８７０２４．６４，１２７，３９２民 生 費
△０．４１，２４６，０９４７．４１，２４１，０２５衛 生 費
△１２．４１，０２４，０３０５．４８９６，５８６農 林 水 産 業 費
３．４１３３，１７９０．８１３７，７１５商 工 費

△１１．４２，７３２，２９９１４．５２，４１９，８２３土 木 費
１３．２９３２，２７４６．３１，０５５，１５７消 防 費
１．７２，３２５，３２５１４．１２，３６５，９２３教 育 費
－－－－災 害 復 旧 費
３．６２，１０９，７６１１３．０２，１８５，４６５公 債 費

６８８．１４，５６９０．２３６，０１０諸 支 出 金
－－－－予 備 費

△０．８１６，８８８，０３０１００．０１６，７５３，６９３合　　計

単位：千円、％表 ４　平成１９年度一般会計目的別歳出決算状況

市税 ４１．３％ 

繰入金 ４．６％ 

分担金及び負担金 １．６％ 
使用料及び手数料 １．３％ 
財　　産　　収　　入 ０．４％ 

繰越金 ４．０％ 
諸収入 ２．８％ 

国庫支出金 ６．８％ 

市債 ７．３％ 

地方交付税 １８．６％ 

地方消費税交付金 ２．６％ 
地　方　譲　与　税 ２．０％ 
自動車取得税交付金 ０．９％ 
地 方 特 例 交 付 金 ０．２％ 
そ　　　の　　　他 ０．５％ 

県支出金 ５．１％ 

源 

財 

主 

自 

源 

財 

存 

依 

民生費 ２４．６％ 

土木費 １４．５％ 

教育費 １４．１％ 
公債費 １３．０％ 

衛生費 ７．４％ 

農林水産業費 ５．４％ 

議　会　費 １．７％ 
商　工　費 ０．８％ 
諸支出金 ０．２％ 

 

総務費 １２．０％ 

消防費 ６．３％ 

������

人件費 ２５．７％ 

公債費 １３．０％ 

扶助費 １２．１％ 

物件費 １４．９％ 

繰出金 １３．７％ 

補助費等 ７．７％ 

維　　持　　補　　修　　費 １．４％ 
積　　　　立　　　　金 ０．２％ 
投資及び出資金・貸付金 ０．１％ 

普通建設事業費 １１．２％ 

費 
経 

的 

務 
義 

投資的経費 

費 
経 

他 
の 

の 

そ 

増減率（A）／（B）１８年度決算額（B）構成比１９年度決算額（A）区　　分
２．６８，３０４，７８６５０．８８，５２３，０２６義務的経費
△０．９４，３５０，９０３２５．７４，３１２，１８８人 件 費
９．８１，８４４，１２２１２．１２，０２５，３７３扶 助 費
３．６２，１０９，７６１１３．０２，１８５，４６５公 債 費

△１５．１２，２０２，３９８１１．２１，８７０，７１２投資的経費
△１５．１２，２０２，３９８１１．２１，８７０，７１２普通建設事業費
△１６．７６８８，７４７３．４５７３，６０６うち補助事業費
△１６．４１，４２０，９４１７．１１，１８７，７１８うち単独事業費
－－－－災害復旧事業費

△０．３６，３８０，８４６３８．０６，３５９，９５５その他の経費
△０．４２，５０３，６３４１４．９２，４９４，５３１物 件 費
４．８２２７，２１８１．４２３８，２３６維 持 補 修 費
△７．３１，３９８，３４９７．７１，２９６，４５５補 助 費 等
△６４．０７１，２８３０．２２５，６７１積 立 金
△４６．２３３，３１００．１１７，９３２投資及び出資金・貸付金
６．５２，１４７，０５２１３．７２，２８７，１３０繰 出 金
△０．８１６，８８８，０３０１００．０１６，７５３，６９３合　　計

表 ５　平成１９年度一般会計性質別歳出決算状況 単位：千円、％

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場
利用税交付金、交通安全対策特別交付金

図 １
増減率（A）／（B）１８年度決算額（B）構成比１９年度決算額（A）区　　分

１３．９８，５４８，０１９５６．０９，７３９，１８０自主財源
１０．７６，４７９，０９０４１．３７，１７１，５５５市 税
△１．２２９６，１１５１．６２９２，５２２分担金及び負担金
２．６２１２，３５５１．３２１７，８６１使用料及び手数料
６３．６３８，７５７０．４６３，４１３財 産 収 入
－－－－寄 付 金

１５８．１３１４，９５５４．６８１２，８１３繰 入 金
△７．０７４７，０４６４．０６９５，０５２繰 越 金
５．７４５９，７０１２．８４８５，９６４諸 収 入

△１５．４９，０３５，０６４４４．０７，６４５，８１６依存財源
△５４．８７６５，０８３２．０３４６，０４８地 方 譲 与 税
△１．３４５４，２０５２．６４４８，５００地方消費税交付金
０．３１５０，３２９０．９１５０，８４０自動車取得税交付金

△７６．９１３４，７１３０．２３１，１７９地方特例交付金
△１１．７３，６６６，７４４１８．６３，２３８，８８５地 方 交 付 税
△６．１１，２５７，１１６６．８１，１８０，６２０国 庫 支 出 金
△０．３８９６，１２７５．１８９３，２３５県 支 出 金
△２２．１１，６３３，６００７．３１，２７１，８２２市 債
９．８７７，１４７０．５８４，６８７そ の 他　※
△１．１１７，５８３，０８３１００．０１７，３８４，９９６合　　計

表 ３　平成１９年度一般会計歳入決算状況 単位：千円、％

図 ２

図 ３
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特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に

充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に
収
支

経
理
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成　

年
度
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

１９

入
が
１
５
３
億
１
４
３
３
万
７
千
円
、
歳
出

が
１
５
０
億
７
３
５
９
万
８
千
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
、
２
億
４
０
７
３
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。（
表
６
参
照
）

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様
に

�
�
�
�

企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立
採
算

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収
支

を
示
す
も
の
で
、
平
成　

年
度
の
決
算
額

１９

は
、
１
億
２
７
０
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布
設
な

ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の
で
、
決

算
額
は
、
４
億
９
２
６
８
万
７
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て

は
、
内
部
留
保
資
金
な
ど
で
補
い
ま
し
た
。

（
表
７
参
照
）

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直
接
・

間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
市
税
は
、
財
政
運
営
上
極
め
て
重
要

な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正
公
平
な
賦
課
徴

収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
市
税
の
決
算
額

１９

は
、　

億
７
１
５
５
万
５
千
円
で
、
１
人
当

７１

た
り　

万
７
０
８
３
円
を
負
担
し
て
い
た
だ

１２

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
表
８
参
照
）

　

平
成　

年
度
末
の
市
債
現
在
高
は
、
五
台

１９

小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
や
公
共
下
水
道
事

業
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
に　

億
７
７
３

２１

２
万
２
千
円
を
新
た
に
借
り
入
れ
た
一
方

で
、　

億
５
０
８
８
万
９
千
円
の
元
金
を
返

２８

済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
３
５
２
億
４
２
９
９

万
１
千
円
と
な
り
、
市
債
残
高
は
、
市
債
発

行
の
抑
制
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。（
表

９
参
照
）

　

今
後
も
、
返
済
す
る
元
金
の
範
囲
内
で
市

債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債
残
高

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時
的

に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金
が
不

足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足
を
補
う

た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当
該
年
度
の

歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
一

１９

時
借
り
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

平
成　

年
度
末
の
主
な
市
有

１９

財
産
の
現
在
高
は
、
竹
ノ
内
土

地
区
画
整
理
地
内
市
有
地
が
本

換
地
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
減
少
し
、
１
６
５
万
１
１
７

㎡
、
債
権
が
老
人
保
健
施
設
整

備
資
金
貸
付
金
の
返
還
な
ど
に

よ
り
減
少
し
、
７
４
３
５
万
８

千
円
、
基
金
が
財
源
不
足
を
補

う
た
め
財
政
調
整
基
金
な
ど
を

取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
、　
３６

億
７
１
０
６
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。（
表　

参
照
）

１０

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

増減率
（B）／（C）

１８年度歳出
決算額（C）

歳入歳出
差引額（A）－（B）

歳　出
決算額（B）

歳　入
決算額（A）会　計　名

８．７４，８３０，６１０８２，１７４５，２５３，２３６５，３３５，４１０国民健康保険（事業勘定）
△１．５４，２４１，２２２５，６５２４，１７８，６７３４，１８４，３２５老 人 保 健
△２．３２，１５７，５８０８７，４６９２，１０８，４１７２，１９５，８８６下 水 道 事 業
△４．６１０，９２０１，７６０１０，４１３１２，１７３公 園 墓 地 事 業
１４．０４３９，２２０１７，８５６５００，５３４５１８，３９０農業集落排水整備事業
２．７２，６３６，０１２３２，２１１２，７０８，３７４２，７４０，５８５介護保険（保険事業勘定）

△４３．５１６，７２７７１４９，４５５１０，１６９介護サービス事業
△９．４３３６，２５９１２，９０３３０４，４９６３１７，３９９上菅谷駅前地区土地区画整理事業
２．８１４，６６８，５５０２４０，７３９１５，０７３，５９８１５，３１４，３３７合　　　計

単位：千円、％表 ６　平成１９年度特別会計決算状況

増減率（A）／（B）１８年度決算額（B）１９年度決算額（A）区　　　分
△１．２１，１６２，５３７１，１４８，１２７収入

収 益 的 収 支
△１．０１，０３１，１４４１，０２１，０９７支出
６５．３５１，７３７８５，５４１収入

資 本 的 収 支
１１．３５１９，５０８５７８，２２８支出

単位：千円、％表 ７　平成１９年度水道事業会計決算状況

１人当たりの負担額（円）１世帯当たりの負担額（円）１９年度決算額（千円）税　　目
５４，３６１１５１，１８６３，０６７，７１０市 民 税
５８，５０２１６２，７０１３，３０１，３６６固 定 資 産 税
１，８０９５，０３１１０２，０９３軽 自 動 車 税
６，４８９１８，０４８３６６，２１３市 た ば こ 税
５，９２２１６，４６９３３４，１７３都 市 計 画 税

１２７，０８３３５３，４３５７，１７１，５５５合　　計

表 ８　市税負担の状況

※世帯数２０，２９１世帯、人口５６，４３２人（平成２０年３月３１日現在）

１９年度末現在高増 減 高１８年度末現在高区　　　分
１８，２５５，４５３△５１４，６７４１８，７７０，１２７一 般 会 計 債
１１，１７５，８３０３２，１６６１１，１４３，６６４下 水 道 事 業 債
３，３１６，６０５△５，８６９３，３２２，４７４農業集落排水整備事業債
７１０，５３８１２７，３２０５８３，２１８土地区画整理事業債

１，７８４，５６５△３１２，５１０２，０９７，０７５水 道 事 業 債
３５，２４２，９９１△６７３，５６７３５，９１６，５５８合　　　計

単位：千円表 ９　市債現在高

１９年度末現在高増 減 高１８年度末現在高単位区　　　分
１，６５０，１７７△２，２０１１，６５２，３７８㎡土 地
１６６，３６４２１６１６６，１４８㎡建 物
１５，５４００１５，５４０千円有 価 証 券
８３，４１９２００８３，２１９千円出 資 に よ る 権 利
１４５０１４５台車 両 等

７４，３５８△２１，３０９９５，６６７千円債 権
３，６７１，０６３△７１８，１６８４，３８９，２３１千円基　 　 　 金

表 １０　市有財産現在高

※水道事業会計分は含まない



広報なか１１月号７

������

　

市
で
は
、
合
併
に
伴
い
国
や
県
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
財
政
支
援
措
置
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
市
町
村
建
設

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
対
し

補
助
さ
れ
る
市
町
村
合
併
推
進
体
制
整

備
費
補
助
金
、
合
併
に
伴
っ
て
発
生
す

る
財
政
需
要
に
つ
い
て
、
合
併
市
町
村

の
負
担
を
軽
減
し
、
合
併
後
の
広
域
行

政
に
資
す
る
事
業
に
対
し
交
付
さ
れ
る

市
町
村
合
併
特
例
交
付
金
、
合
併
後
の

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



一
体
性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
に
資

す
る
公
共
施
設
の
整
備
事
業
等
に
対

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
通
常
の
地
方
債
よ
り
有
利
な

合
併
特
例
債
な
ど
で
す
。
な
お
、
市
町

村
合
併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
を
も
っ
て
終
了

１８

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の

１９

財
政
支
援
措
置
を
活
用
し
た
事
業
は
表

　

・
表　

の
と
お
り
で
す
。

１１

１２

　

平
成　

年
度
の
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て

２０

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
生
か
す

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
入
予
算
の
早

期
確
保
と
歳
出
予
算
の
計
画
的
か
つ
効
率

的
な
執
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
９
月　

日
現
在
に
お
け
る
一

２０

３０

般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況

は
、
予
算
現
額
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割

合
が　
・
３
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　
・

５４

３６

６
％
で
、
と
も
に
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

済
額
の
割
合
が　

・
５
％
、
支
出
済
額
の

３２

割
合
が　

・
２
％
で
、
例
年
並
の
状
況
と

４０

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
９
月　

日
現
在
に
お

２０

３０

け
る
水
道
事
業
会
計
収
支
状
況
、
市
債
現

在
高
及
び
市
有
財
産
現
在
高
は
、
表　

か
１４

ら
表　

の
と
お
り
で
す
。

１６

備　　　考事業費充当額事　業　名

５，７１６４，０００総 合 計 画 策 定 事 業

戸多地区および木崎地区５５，０８８３４，０００地 籍 調 査 事 業

商業振興計画策定に係る経費１，９８０１，９００商 業 現 況 調 査 事 業

設置箇所：中台、西木倉、下大賀２，８３５２，８００観光案内看板改修等事業

用途地域の変更等２，５２０２，５００都市計画見直し事業

４，９８８４，８００民俗伝統行事映像保存事業

７３，１２７５０，０００合　　計

表 １１　平成１９年度市町村合併特例交付金充当事業 単位：千円

備　　　考事業費充当額事　業　名

１６０，６８６１５，４００道 路 改 良 舗 装 事 業

杉原地区まちづくり事業
上菅谷下菅谷線街路整備事業
瓜連駅南停車場線街路整備事業

２９３，９６４１９２，６００まちづくり交付金事業

４６，４４６４０，９００下菅谷地区まちづくり事業

３４，９７４２８，３００消防本部庁舎改修事業

３９３，４９４２１７，８００五台小学校大規模改造事業

４８，９２０３９，４００学校給食センター改築事業

９７８，４８４５３４，４００合　　計

表 １２　平成１９年度合併特例債充当事業 単位：千円

�������平成 年度２０

支出
割合支出済額収入

割合収入済額予算現額会計名

３６．６６，４１５，１６９５４．３９，５０６，７６３１７，５１７，５０２一般会計
４０．２５，１８０，７４８３２．５４，１９８，２２４１２，９００，０４１特別会計
３９．２２，０９８，１８９３３．８１，８０９，５１２５，３５１，２１０国民健康保険（事業勘定）
９１．０３７２，１１６９１．１３７２，４５４４０９，０００老 人 保 健
３６．２１，０７２，９４４２０．３６０２，０１２２，９６１，７４１下 水 道 事 業
６．０１，７９２３０．２８，９６９２９，７００公 園 墓 地 事 業
３６．８２２７，７８３１２．０７４，４１０６１８，２５８農業集落排水整備事業
４１．３１，１５９，８３６４１．０１，１５３，２６６２，８１１，０００介護保険（保険事業勘定）
３３．５３，４１８４６．１４，７０７１０，２００介護サービス事業
３９．５１０５，６６９４．８１２，９０４２６７，３５０上菅谷駅前地区土地区画整理事業
３１．５１３９，００１３６．３１５９，９９０４４１，０００後期高齢者医療
０．０００．００５８２那珂地方公平委員会
３８．１１１，５９５，９１７４５．１１３，７０４，９８７３０，４１７，５４３合　　計

表 １３　平成２０年度一般会計および特別会計歳入歳出予算執行状況 単位：千円、％

支　出収　入区　　　分

２６９，９７７５６８，９３５収 益 的 収 支

１９２，３０２０資 本 的 収 支

表 １４　平成２０年度水道事業会計収支状況 単位：千円

平成２０年９月３０日
現在高増減高平成２０年３月３１日

現在高区　　分

１７，３１６，９０１△３４２，９５２１７，６５９，８５３一 般 会 計 債

１０，９０４，９０９３３４，９７９１０，５６９，９３０下水道事業債

３，２５７，８８５４３，６８０３，２１４，２０５農業集落排水整備事業債

７０４，１９１１２７，７５３５７６，４３８土地区画整理事業債

１，６３１，４０３△１５３，１６２１，７８４，５６５水 道 事 業 債

３３，８１５，２８９１０，２９８３３，８０４，９９１合　　計

表 １５　市債現在高 単位：千円

平成２０年９月３０日
現在高増減高平成２０年３月３１日

現在高単位区　分

１，６４８，３２２△１，８５５１，６５０，１７７㎡土 地

１６６，３６３０１６６，３６３㎡建 物

１５，５４００１５，５４０千円有 価 証 券

８７，２１９３，８００８３，４１９千円出資による権利

１４５０１４５台車 両 等

７６，８３５１，４４０７５，３９５千円債 権

３，６８７，５２３△６４７，０７６４，３３４，５９９千円基 金

表 １６　市有財産現在高

※水道事業会計分は含まない
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　平成１９年度末のバランスシートおよび平成１９年度中の行政コスト計算書を報告します。
　例年は「広報なか３月号」に掲載していましたが、今年度は平成１９年度決算の状況とあわせてお知らせします。
　企業会計に準じた手法では、今年度の行政運営に要した経費は、今年度の市の歳出額と完全には一致せず、過去に整備し
た建物の建設費や将来の負担額等のように、今年度は歳出額がなくとも、今年度の行政運営に必要な経費も含めて計上する
ことになります。このため、決算とあわせてお知らせすることにより、市の財政状況をより的確にご理解いただけるものと
考えております。
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【資産の部】
５７，８７５，０５２１　有形固定資産
３，１２１，４８７（１）総務費
１，８２６，９３３（２）民生費
２，３８４，２２９（３）衛生費

０（４）労働費
２，２４８，１６４（５）農林水産業費
３７９，６５２（６）商工費

２７，８２８，９６１（７）土木費
１，５１５，９０７（８）消防費
１６，８２１，６８１（９）教育費
１，７４８，０３８（１０）その他

（１８，５４５，１９７）（うち土地で所有するもの）
４，２２１，６３３２　投資等
１，８７９，６５７（１）投資および出資金
７５，１９８（２）貸付金

（３）基金
１，７０６，４４６　①特定目的基金
５６０，３３２　②土地開発基金

０　③定額運用基金
２，２６６，７７８　基金計

０　④退職手当組合積立金
２，３６３，６３８３　流動資産

（１）現金・預金
７０５，０４５　①財政調整基金
４１９，８３１　②減債基金
６４６，６７９　③歳計現金
１，７７１，５５５　現金・預金計

（２）未収金
５６１，１４２　①地方税
３０，９４１　②その他
５９２，０８３　未収金計

６４，４６０，３２３資産合計

　借　方

資産合計 ６４，４６０，３２３

【負債の部】
２１，６７６，０７２１　固定負債
１７，１５０，５９１（１）地方債

（２）債務負担行為
０　①物件の購入等

６，１８７　②債務保証または損失補償
６，１８７　債務負担行為計

４，５１９，２９４（３）退職給与引当金
１，８１５，４００２　流動負債
１，８１５，４００（１）翌年度償還予定額

０（２）翌年度繰上充当金
２３，４９１，４７２負債合計

　貸　方

負債・正味資産合計 ６４，４６０，３２３

【正味資産の部】
５，３２１，３６７１国庫支出金
１，７５３，８３０２都道府県支出金
３３，８９３，６５４３一般財源等
４０，９６８，８５１正味資産合計

※債務負担行為に係る補償等（本表に計上したものを除く）
　①物件の購入に係るもの ２８７，９５９千円
　②債務保証および損失補償に係るもの １，５００，０００千円
　③利子補給等に係るもの ０千円
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
平
成　

年
１９

度
末
現
在
の
時
点
で
、
市
に
ど
れ
だ

け
の
財
産
や
借
金
が
あ
る
か
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側（
借
方
）

は
、
市
の
資
産
が
平
成　

年
度
末
の

１９

時
点
で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
道
路

や
学
校
等
の
有
形
固
定
資
産
、
貸
付

金
等
の
投
資
等
、
預
金
や
納
期
限
が

過
ぎ
て
い
る
未
納
の
税
金
等
の
流
動

資
産
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
右
側
（
貸
方
）
は
、
平
成

　

年
度
末
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に
資

１９金
を
確
保
し
て
き
た
の
か
を
示
し
て

い
ま
す
。

（単位：千円）
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現
在
、
総
務
省
か
ら
、
人
口
３
万
人
以
上
の
市
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
秋
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
の

２１

整
備
・
公
表
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
作
成
要
領
の
変
更
が
な
さ
れ

て
い
る
た
め
、
当
市
に
お
い
て
も
、
資
産
評
価
方
法
の

変
更
や
、
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
、
公
表

方
法
の
拡
充
等
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
効
果
的
な
行
政
運
営
の
た
め
の
取
り

組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
係　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
２
２

※
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
・
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
は
、
総
務
省
『
地
方
公
共
団
体
の
総

合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
会

報
告
書
』（
平
成　

年
３
月
）
所
収
の
作
成

１３

要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

※
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
・
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
に
お
い
て
計
上
し
た
「
普
通
会
計
」

と
は
、
公
営
事
業
会
計
以
外
の
会
計
で

す
。
当
市
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
・
公

園
墓
地
事
業
特
別
会
計
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
特
別
会
計
・
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
を
合
算
し
て
計

上
し
て
い
ま
す
。
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（単位：千円）

４，０７３，７０８１　人に関するコスト
３，８３２，４８７（１）人件費
２４１，２２１（２）退職手当引当金繰入等

５，１６５，９０３２　物に関するコスト
２，４９４，５３１（１）物件費
２３８，２３６（２）維持補修費

２，４３３，１３６（３）減価償却費
５，９６５，６４２３　移転支出的なコスト
２，０２５，３７３（１）扶助費
１，２９２，４７８（２）補助費等
２，２４１，９０２（３）繰出金

４０５，８８９（４）普通建設事業費
　　　（他団体等への補助金等）

４６９，８１３４　その他のコスト
０（１）災害復旧事業費
０（２）失業対策費

４０７，７５７（３）公債費（利子分のみ）
０（４）債務負担行為繰入

６２，０５６（５）不納欠損額
ａ １５，６７５，０６６行政コスト

【行政コスト】

ｂ １，０６８，９４６１　使用料・手数料等
ｃ １，８３６，３２４２　国庫（県）支出金
ｄ １１，５３３，６６９３　一般財源
ｅ １４，４３８，９３９収入合計（ｂ＋ｃ＋ｄ）

ｆ ３２３，７１０４　正味資産国庫（県）
　　支出金償却額

３５，６６６，１４４５　期首一般財源等

△９１２，４１７　　差引（ｅ－ａ＋ｆ）
　　一般財源等増減額

△８６０，０７３　　調整額（資産評価差額等）
３３，８９３，６５４６　期末一般財源等

【収入項目】
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、

市
が
平
成　

年
度
中
に
実
施

１９

し
た
事
業
の
う
ち
、
平
成　
２０

年
度
以
降
に
資
産
を
残
さ
な

い
給
付
金
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ

た
の
か
を
示
し
た
も
の
で

す
。
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　老後に、より高い老齢基礎年金を受けたいかたは、定額保険料１４，４１０円（平成２０年度）に「月額４００円」の付加保
険料を上乗せして納付することができます。納付できるかたは、第１号被保険者（自営業者、農林漁業者、自由業
者、学生など）または６０歳以上の任意加入者です。ただし、保険料の免除を受けているかたや国民年金基金に加入
しているかた、第３号被保険者（厚生年金や共済組合の被保険者に扶養されている配偶者）のかたは付加保険料を
納付することができません。
○支給される年金額

　付加年金の年金額は、次の式によって計算されます。

　例えば４０年間付加保険料を納付したかたには、次の額の年金が支給されます。
　　（老齢基礎年金）　　（付加年金の額）
　　　　７９２，１００円　　＋　２００円×４８０月　＝　８８８，１００円
　※付加年金は老齢基礎年金に上乗せされた年金が生涯受け取れます。

年金を増やしたいかたのための付加年金

　寡婦年金は、老齢基礎年金の資格期間を２５年以上満たした夫が、年金を受けないで死亡したとき、次の要件を満
たす妻に６０歳から６５歳になるまでの間支給されます。
○年金が受けられる要件

　①婚姻期間が１０年以上あり、夫によって生計を維持されていた
　②死亡した月の前月までの保険料納付期間（免除期間を含む）が合わせて２５年以上あること
　※夫が障害基礎年金の受給権者であった場合や老齢基礎年金を受けたことがある場合は支給されません。
　※妻が繰り上げ支給の老齢基礎年金を受けている場合は支給されません。
○年金額

　夫が受けるはずであった老齢基礎年金額の４分の３の年金額です。

寡婦年金とは

　第１号被保険者として、保険料を３年（３６月）以上納めたかたが、何の年金も受けずに亡くなった場合、生計を同
じくしていた遺族が受けられる一時金です。ただし、遺族基礎年金を受けるときは支給されません。また、寡婦年
金を受けられる場合は、どちらか一方を選択します。
○死亡一時金が受けられる遺族の範囲

　死亡した人によって生計を同じくしていた配偶者、子、父母、孫、
　祖父母、兄弟姉妹の中で優先順位の高いかたが請求できます。
○死亡一時金の額

死亡一時金とは

一時金の額保険料納付済期間

１２０，０００円３年以上１５年未満
１４５，０００円１５年以上２０年未満
１７０，０００円２０年以上２５年未満
２２０，０００円２５年以上３０年未満
２７０，０００円３０年以上３５年未満
３２０，０００円３５年以上

※免除期間については、それぞれの免除種別に応じて期間の計算が異なります。

付加年金の
加入届出先は？

市役所（本庁）保険課介護・
年金係または瓜連支所市民係
です。

死亡一時金の
請求先は？

市役所（本庁）保険課介護・
年金係または瓜連支所市民係
です。死亡一時金は、死亡し
たときから２年を経過すると
請求ができなくなりますので
ご注意ください。

２００円　×　付加保険料納付月数
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　障害者基本法では、すべての障害のあるかたに対し、個人の尊厳と社会の一員として活動する機会の保
障を宣言するとともに、障害を理由とする差別や権利の侵害を禁止しています。
　「障害者週間」は、この法律にもとづいて国民のあいだに広く障害者の福祉についての関心と理解を深め
るとともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めること
を目的として、平成１６年に定められました。

◆那珂市では、平成１９年度に「那珂市障害者プラン」を策定し、地域社会の誰もが、自立と自己決定を基
本として対等に参加し暮らすことのできるまちづくりをめざしています。また、「障害者自立支援法」に
基づき、障害のあるかたの自立と社会参加を支援するために、地域で利用できる障害福祉サービスを実
施しています。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

○困っていそうな場面を見かけたら「何かお困りですか」と一声かけて、自分にできるお手伝いをしましょう
○商品やサービスを提供する際には、障害のある利用者もいることを考え、どのような配慮が必要か聞いて
みましょう

○「障害があるから」と決めつけず、それぞれの個性や能力を活用することを一緒に考えてみましょう

���������	
��
���������

��������	
	��

○「障害」ってなんだろう

　あなたの知り合いに障害のあるかたはいますか？　日常の生活で、障害者のかたと接することはありま
すか？　普段はあまり意識することのない「障害」ですが、誰にでも生じる身近なものです。
※身体障害の半数は１８歳から６４歳の間の病気や事故によるものです。
※うつと診断されるのは国民１５人に１人の割合です。
○「障害」は多種多様です

　障害は、大きく身体と知的と精神の３つに分けられますが、その内容や程度は人によってさまざまです。
また、車いすや白い杖を使っている障害のかたばかりでもありません。
※障害は程度や生じた時期で違いがあり、同じ障害でも一律ではありません。
※聴覚障害や心臓、腎臓などの内部障害、精神障害や自閉症などの発達障害など、外見ではわからない障
害もあります。

○「障害」は不自由ではあるけれど、「不可能」ではありません

　障害のあるかたの中には、地域で自立した生き方や就労をめざしているかたがたくさんいます。また、
周囲の理解や配慮があればできることも多いのです。

（「障害者施策推進本部決定「共に生きる社会を作るために～身につけよう心の身だしなみ～」より）

　市民一人ひとりが障害について理解し、障害のあるかたの存在を心に留めることで、障害の有無にかかわ
らず誰もが人格と個性を尊重し支え合う社会、『共生社会』が実現します。

��������	
��
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意見
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　市では、市民の皆様からのご意見、ご要望を市政に
反映させるため、市民ボックスを市内各施設に設置し
ています。
　昨年度お寄せいただいたご意見の一部の回答と改善
例を紹介します。

　平成２０年度から、一の
関区内に発砲スチロール
の回収ボックスを設置し
ました。

　平成２０年度から、マル福を担当するこども課で母子
手帳の発行を行うよう改善しました。

　今後とも、市政に対するご意見・ご要望がございま
したら、お聞かせください。　

市民ボックス設置場所◎市役所１階（市民課前ロビー・総合案内隣）／瓜連支所／
中央公民館／総合保健福祉センター「ひだまり」／総合センターらぽーる／那珂総
合公園／ふれあいセンターよしの／ふれあいセンターよこぼり／図書館

��������	
��
��
ご意見、ご要望をお待ちしています

�������
���������	
�
福祉循環バスをご存じでしょうか。祝日および１２　福祉循環バスをご存じでしょうか。祝日および１２

月２９日から翌年の１月３日までを除く月曜日から金月２９日から翌年の１月３日までを除く月曜日から金
曜日まで、市内１４コースを走っています。この福祉曜日まで、市内１４コースを走っています。この福祉
循環バスは、高齢者や障害者のかたに限らず、どな循環バスは、高齢者や障害者のかたに限らず、どな
たたでも利用することができます。通院、買い物、市役でも利用することができます。通院、買い物、市役
所所へ、駅へ、図書館へ…用途に制限はありません。運へ、駅へ、図書館へ…用途に制限はありません。運
賃賃はかかりませんので、皆様どうぞご利用ください。はかかりませんので、皆様どうぞご利用ください。
通過予定時刻表は、市役所（本庁）総合案内およ　通過予定時刻表は、市役所（本庁）総合案内およ

び福祉課、瓜連支所、中央公民館、総合保健福祉セび福祉課、瓜連支所、中央公民館、総合保健福祉セ

ンター「ひだまり」、総合センターらぽーる、ふれンター「ひだまり」、総合センターらぽーる、ふれ
あいセンターよしの、ふれあいセンターよこぼり、あいセンターよしの、ふれあいセンターよこぼり、
市立図書館、那珂総合公園に置いてあります。ま市立図書館、那珂総合公園に置いてあります。ま
た、那珂市ホームページでもご覧になれます（那珂た、那珂市ホームページでもご覧になれます（那珂
市ホームページ市ホームページ【http://www.city.naka.lg.jp/】【http://www.city.naka.lg.jp/】トップトップ
ページ上「住民生活」中の「交通」をクリックしてページ上「住民生活」中の「交通」をクリックして
ください）。福祉循環バスについて、詳しくは福祉ください）。福祉循環バスについて、詳しくは福祉
課社会福祉係までお問い合わせください。課社会福祉係までお問い合わせください。

意見

1　　（菅谷地区の）一の関区から発泡スチロールを
排出する場合、原福田か鷺内の回収場所です。ど
ちらも遠いので、一の関区内に発砲スチロールの
回収場所を作ってください。 （６０代女性）

　　母子手帳をいただきに市役所へ来たが、「ひだ
まり」での手続きとのこと…そのまま「ひだまり」
へ行き手続きを済ませると、今度はマル福の手続
きで市役所へと…小さい子どもを連れての移動は
大変なので、窓口だけは同じ場所にして欲しい。
 （３０代女性）

■上菅谷駅西公園内に設置した
回収ボックス

ご利用ください � 福祉循環バス 福祉課社会福祉係（�２９８－１１１１　内線１２３）問い合わせ
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策対 策対

策対

策対

策対 策対

策対 策対
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知
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
ふ
り
か
か
る
か

分
か
ら
な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
避
け
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

歳
前
後
の
か
た
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

２０
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
も
の
で
す
。

●
無
料
と
思
っ
た
の
に
…

　

情
報
雑
誌
を
見
て
軽
い
気
持
ち
で
ア

ク
セ
ス
し
た
ら
、
高
額
な
登
録
料
を
請

求
さ
れ
ま
し
た
。

何
が
「
無
料
」
か
確
認
し
ま
し
た
か
？

情
報
も
商
品
な
の
で
利
用
す
る
際
は
規

約
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
近
づ
か
な
い
の
が

一
番
大
切
で
す
。

●
迷
惑
メ
ー
ル

　

あ
る
日
突
然
、
自
分
が
望
ん
で
い
な

い
迷
惑
な
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
・
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
広
告
や
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
は
と
に
か

く
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

●
ワ
ン
切
り

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
着
信
履
歴
に
か

け
直
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
メ
ー
ル

　

メ
ー
ル
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
か
か

れ
て
い
た
ア
ド
レ
ス
や
広
告
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
ら
い
き
な
い
り
有
料
サ
イ
ト
の

利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
ま
し
た
。

�
若
者
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル
�

 

紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
１
１
８

・
個
体
識
別
番
号
で
住
所
や
個
人
情
報

は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

・
怖
く
て
も
、
使
っ
て
い
な
け
れ
ば
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
自
分
か
ら
は
連
絡
せ
ず
、
そ
の
ま
ま

無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　　

携
帯
電
話
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
危
険
な
サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
対
処
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
携
帯
電
話
を
持
つ
と
き

は
、
責
任
と
マ
ナ
ー
も
一
緒
に
携
帯
し
ま

し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
し
た
ら

違
う
商
品
が
届
い
た
、
代
金
を
払
っ
た
の

に
商
品
が
届
か
な
い
、
通
販
で
商
品
を
購

入
し
た
が
返
品
で
き
な
い
な
ど
の
相
談
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
引
に
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

信
用
で
き
る
相
手
か
ど
う
か
、
支
払
い

方
法
、
返
品
・
交
換
の
可
否
な
ど
を
確

認
し
て
か
ら
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
収
入
を
考
え
ず
、「
月
々
の
返

済
が
少
額
」
と
い
う
甘
い
誘
い
や
考
え
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
ん
だ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
を
し
た
り
し
て
、
後
で
払
え
な
く
な
る

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者

金
融
な
ど
か
ら
借
金
を
し
、
返
済
に
困
っ

て
次
々
と
借
金
を
重
ね
て
多
重
債
務
に
陥

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

借
り
た
も
の
は
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
収
入
に
応
じ
た
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
欲
し
く
て
も
、
支
払
え
な
れ

ば
あ
き
ら
め
ま
し
ょ
う
。

　

い
き
な
り
知
ら
な
い
人
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
誘
い

出
さ
れ
、
商
品
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た

り
、
在
宅
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
る
か
ら

な
ど
と
資
格
取
得
の
た
め
の
教
材
の
購
入

を
勧
誘
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
契
約
す
る
つ
も
り
が
な
い
の
に
あ
い

ま
い
に
返
事
を
し
て
い
る
と
何
ら
か
の
契

約
に
結
び
つ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
デ
ー
ト
商
法

異
性
に
対
す
る
恋
愛
感
情
に
つ
け
こ
ま

れ
高
額
な
絵
画
の
勧
誘
を
断
り
き
れ

ず
、
契
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

要
ら
な
い
と
思
え
ば
相
手
に
せ
ず
、

き
っ
ぱ
り
「
要
り
ま
せ
ん
」
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

　

友
人
や
先
輩
に
勧
め
ら
れ
て
何
ら
か
の

商
品
を
買
っ
た
り
、
会
員
に
な
っ
た
り
し

て
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

●
無
料
体
験
の
は
ず
が
…

友
達
に
連
れ
ら
れ
て
無
料
体
験
の
エ
ス

テ
に
行
く
と
、
強
引
に
高
い
化
粧
品
や

美
容
器
具
を
勧
め
ら
れ
購
入
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
支
払
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
マ
ル
チ
商
法（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
）

「
だ
れ
か
を
紹
介
す
れ
ば
バ
ッ
ク
マ
ー

ジ
ン
が
も
ら
え
る
、
も
う
か
る
」
な
ど

と
誘
わ
れ
商
売
を
始
め
た
も
の
の
、
仕

入
れ
た
商
品
が
売
れ
ず
に
多
額
の
借
金

を
か
か
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

●
名
義
貸
し

友
人
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作

る
た
め
に
「
名
前
だ
け
貸
し
て
」
と
言

わ
れ
た
の
に
、
結
局
自
分
が
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
り
ま
す
。
友
達

づ
き
あ
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
は
分
け
て
考
え

ま
し
ょ
う
。
楽
し
て
も
う
か
る
仕
事
は

な
い
し
、
タ
ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

も
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

��

携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル

��

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

��

買
っ
た（
借
り
た
）け
ど
払
え
な
い

��

電
話
で
勧
誘
さ
れ
、ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
！
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１４

　裁判員制度は、国民から
選ばれる裁判員が、刑事裁
判に参加する制度です。
　６人の裁判員と３人の裁
判官が、ともに刑事裁判に立ち会い、被告人が有罪
か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかを判断し
ます。
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　裁判員裁判の実施に向けて水戸地方裁判所では、茨
城県内の４４市町村の選挙管理委員会がくじで選んで作
成したデータに基づき、この秋に、平成２１年の裁判員
候補者名簿を作成します。
　裁判員候補者名簿に載ったかたには、１１月２９日ころ
から１２月１０日ころまでに、名簿に記載されたことの通
知（名簿記載通知）をお送りします。
　この通知は、翌年、裁判員を選任するための手続を
行う期日に裁判所にお越しいただくためのお知らせ
（呼出状）が届く可能性があることを事前にお伝えし、
あらかじめ心づもりをしていただくためにお送りする
ものです。
　したがってこの段階では、まだ具体的な事件の裁判
員候補者に選ばれたわけではありませんので、すぐに

裁判所にお越しいただく必要はありません。
　裁判員候補者名簿に載ったかたには、この名簿記載
通知と同時に調査票をお送りします。
　調査票では、①裁判員になることができない職業に
就いているかどうか（就職禁止事由の有無）、②１年を
通じての裁判員の辞退希望の有無・理由、③月の大半
にわたって裁判員となることが特に困難な特定の月が
ある場合、２か月を上限として、その特定の月におけ
る辞退希望の有無・理由をお尋ねします。
　調査票をお送りするのは、できるだけ早期にこのよ
うな事情をお尋ねすることにより、裁判員に選ばれる
ことがないかたが裁判員候補者として裁判所にお越し
いただかなくてもいいようにして、裁判員候補者のか
たがたのご負担を軽減するためです。ご記入・ご返送
につきご協力ください。
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　今後も、裁判員制度の実施に向け
て、皆様に様々な情報をお知らせし
ていきます。裁判員制度の詳細につ
いては、裁判員制度ウェブサイト
http://www.saibanin.courts.go.jp/

でも紹介しています。

問い合わせ
水戸地方裁判所　総務課
�２２４－８４０８
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　来年１年間に必要な裁判員候補者を７，６００人と決
定し、その人たちに名簿記載通知を送ります。（年
間予想件数を１１４件、一つの事件に呼び出される候
補者を１００人とし、５月～１２月の８か月で計算した
人数）県内の選挙人名簿登録者は６月現在で約２４２万
４０００人で、約３１９人に１人が選ばれる計算です。
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戸田保（菅谷）、平野辰（菅谷）、磯
邉春見（菅谷）、�瀬眞澄（後台）、
星美幸（後台）、小貫雅子（下江戸）、
會澤甫治（門部）、森永幸代（戸崎）、
豊島照子（南酒出）、小室則夫（南
酒出）、飯村幸（瓜連）、永田喜美子
（瓜連）、大部秋子（古徳）、関谷昌
義（古徳）、渡邊君江（鹿島）、�畑
きよみ（鹿島）、蛭田勝子（平野）、
白井美代（瓜連）、峯島旦代（後台）
◆那珂市ボランティア・市民活動セ

ンター善意金品事業へ多額の寄附を

されたかた　寺門近（下大賀）、日本
赤十字社那珂市地区地域奉仕団

を設置し、防災行政無線戸別受信機
を利用した住民広報訓練を実施しま
した。また、東海村住民が避難した笠
松運動公園で避難所設置運営訓練を
実施したほか、那珂市消防団女性消
防部を避難所に派遣し、自衛隊との共
同による炊き出し訓練を行いました。

��������	
��
平成２０年度茨城県原子力総合防災訓練

　ひとたび起こると甚大
な被害をもたらす恐れの
ある大規模災害。いつ発
生するか分からないそれ
らの災害にいつでも対処
できるように平成２０年度
茨城県原子力総合防災訓
練が９月３０日、茨城県を
はじめ那珂市、東海村、ひたちなか
市、日立市、常陸太田市で行われま
した。
　訓練では、大規模地震に伴い原子
力発電所で放射性物質の放出を伴う
緊急事態が発生したとの想定で、自
家用車による避難訓練、災害時要援
護者の避難訓練、ヘリコプターによ
る事業所従業員の避難訓練、避難所
の設置運営訓練等が行われました。
　那珂市でも、原子力災害対策本部

①市が設置した原子力災害対策本部／②
TV会議で国・県・市村間で対策について
協議／③④那珂市消防団女性消防部が避
難所（笠松運動公園体育館）で炊き出し訓
練。市職員も運営に参加。
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第３０回　那珂市社会福祉大会

江戸）、會澤恒男（菅谷）、�田義雄
（戸）、後藤勝丸（中台）、綿引嘉道
（戸崎）
【那珂市社会福祉協議会長感謝状】

◆多年にわたり家庭における福祉を

実践されたかた　叶野伊佐子（中
里）、綿引美代子（中里）
◆多年にわたり地域おけるボラン

ティアを実践されたかた　�原幸子
（後台）、塩野和代（後台）
◆多年にわたり社会福祉関係の職に

あり地域福祉の増進に貢献されたか

た　遠藤あぐり（中台）、中村よし子
（中台）、金子堅太郎（西木倉）、植
田桂子（西木倉）、檜山茂代（戸崎）、
嶋根はるい（静）、大曽根みどり
（静）、久米泰子（額田南郷）、白�
喜弘（額田南郷）、津久井昌明（額
田北郷）、寺門正博（額田北郷）、木

　１０月４日、第３０回那珂市社会福祉
大会が催され、次のかたが顕彰され
ました。（敬称略）
【那珂市社会福祉協議会長表彰状】

◆多年にわたり家庭において配偶者

や親を献身的に介護しているかた

住谷幸子（堤）、瀬谷玲子（杉）、小
林静子（額田南郷）、土門敦子（額
田南郷）、鈴木弘文（後台）、山田節
子（西木倉）、飛田吉�（下江戸）、
佐々木秀二（瓜連）
◆多年にわたりボランティアとして

地域福祉の増進に貢献されているか

た　増子洋志（後台）
◆多年にわたり社会福祉関係の職に

あり地域福祉の増進に貢献されてい

るかた　雨川和幸（堤）、助川則夫
（戸）、小堆幹治（田崎）、檜山廣志
（戸）、渡邊紀一（戸）、小貫忠雄（下

①①

②②

③③

④④



１６

　１０月１９日、オータムフェスティバ
ルが国営ひたちなか海浜公園で開催
され、大勢の家族連れが秋風そよぐ
公園内で休日を楽しみました。
　周辺市町村から芸能や特産品など
の紹介が行われるこのお祭り。中宿
区から保存会と子ども会の皆さん
が、勇壮なお囃子を披露しながら提
灯で飾られた山車を練り歩きまし
た。また「味と物産展」では、JAひ
たちなか瓜連加工所から瓜連饅頭が
持ち寄られ、那珂市の特産品のPRに
一役買っていました。
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オータムフェスティバル

　市環境課では、市内小学生の家庭
を対象に、１０％以上の電気使用量の
削減にチャレンジしていただこう
と、この夏「夏の省エネチャレンジ」
を行いました。参加者１世帯当たり
平均約２０％の節電に成功し、見事、
省エネナンバー１に輝いたのは古木
淳也くん（横堀小５年）。こまめに電
気を消したりして、昨年の８月と比
べて６２％の節電に成功しました。
「冬もチャレンジしたい」と、継続し
て節電していきたい思いを伝えてい
ただきました。
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夏の省エネ（節電）チャレンジ

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７

　１０月１２日、所沢市で開催された
「２００８第８回東日本学校吹奏楽大会」
に出場した五台小学校金管バンド部
が、今年も快挙を達成しました。本
大会で最高位の金賞を受賞したこと
を報告に１０月１７日、同部を代表する
皆さんが小宅市長を訪れました。「金
賞受賞は全員の力が結集した結果で
す。よく頑張ってくれました」と先
生がたは、練習に取り組む真摯な姿
勢が金賞に結びついたと評価。子ど
もたちの日ごろの頑張りをたたえま
した。
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第８回東日本学校吹奏楽大会で金賞

　１０月１１日、市総合センターらぽー
るで、青少年育成那珂市民会議と那
珂市教育委員会の主催により平成２０
年度「青少年の主張」発表大会と表
彰式が開催されました。今回の大会
では、平成２０年度「少年の主張」茨
城県大会において県議会議長賞を受
賞した山�若菜さんが、「ひまわりの
ように」を発表しました。

　また、友達や家族のことか
ら環境問題まで、今の青少年
たちの感じたことや考えてい
ることの訴えに、会場からは
大きな拍手が贈られました。
◆発表者・受賞者（敬称略）
中学１年　小林ほのか（一
中）、大谷直也（二中）、岩上
愛理（三中）、菊池理沙（四
中）、菊池美晴（瓜連中）／中

学２年　菅飛翔（一中）、中村ゆずか
（二中）、大内康平（三中）、木村菜子
（四中）、寺門由記（瓜連中）／中学３
年　山田萌子（一中）、萩谷雄太（二
中）、島福音（三中）、山�若菜（四
中）、田口愛（瓜連中）／高校　大山
冬馬（水戸農高２年）、三代彩乃（那
珂高３年）／一般　小澤卓也（市消防
本部）、仲田義成（市消防本部）
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平成２０年度「青少年の主張」発表大会・表彰式典

　１０月５日、歴史講演会「徳川斉昭
夫人登美宮と那珂市域」が市歴史民
俗資料館で行われました。幕府と諸
大名が皇室や公家と意外と多く結婚
していたこと、斉昭が質素倹約や武
備の大切さを知らせようと配慮して
登美宮もそれに応えようと努めたこ
と、登美宮が麻疹の予防丸薬を村々
に配った領民への思いについてなど
を、那珂市域の史料や篤姫・慶喜と
からめて説明しました。参加者に
は、あまり知られていなかった夫人
が身近な存在になったようでした。
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とみのみや

歴史講演会「徳川斉昭夫人登美宮と那珂市域」
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に引き続き、常陸大宮市と合同で
「市民フェスタ」が開催され、PER３
コンテストやパターコンテスト、
バーベキューが行われたほか、コー
ス内のフェアウェイをステージに、
那珂太鼓、那珂よさこい連をはじめ
とした多くの団体が登場し、大勢の
家族連れで賑わいました。
　また、社団法人日本プロゴルフ協
会シニアツアー選手会から大会出場
選手のチャリティー金１８１，６５５円が
那珂市に、社会貢献の一助にと寄付
されました。

　「第４７回日本プロゴルフシニア選
手権大会」が静ヒルズカントリーク
ラブで開催され、９月２５日から２８日
までの４日間、巧みの技が光る熟練
者の熱い戦いが繰り広げられまし
た。
　正確なショットとパッティングに
より、通算７アンダーで渡辺司選手
が今大会を制し、シニア初優勝。渡
辺選手には、那珂市からは那珂市産
コシヒカリ新米１００kgが贈られまし
た。
　大会期間中の２７日、２８日には昨年
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第４７回日本プロゴルフシニア選手権大会

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　秋の全国交通安全運動街頭キャン
ペーンが９月１８日、那珂警察署と市
総合センターらぽーる前道路で実施
されました。「高齢者の交通事故防
止」を運動の基本として取り組んだ
今回は、那珂市交通安全推進協議会
役員や多くの市民の皆さんのほか、
那珂高等学校の生徒と同校のオース
トラリアからの留学生も運動に参
加。「安全運転をお願いします！」と
留学生の皆さんも世界共通の願いで
ある無事故社会を思いながら、安全
運転を訴えました。
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平成２０年　秋の全国交通安全運動

　奥久慈米「うまかっぺ」が今年も
市内で作付けされ、収穫の秋を迎え
ました。この「うまかっぺ」が那珂
市でも生産されていることを市民の
かたに広く知ってもらおうと、生産
者を代表して３人のかたとJAひた
ちなか代表理事専務先�千尋さんが
１０月１７日、小宅市長と寺門副市長を
訪ねました。地産地消の志向が高
まっている昨今、需要もうなぎのぼ
りの「うまかっぺ」。地元産のおいし
いコシヒカリとして、そのブランド
を年々確立しています。
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奥久慈米「うまかっぺ」PR

　飯田、鴻巣、戸崎地区から約１２０人
が参加し、１０月５日、鴻巣文洞・飯
田分洞・鴻巣又三ため池で除草と枝
払い、ごみ清掃を行いました。年１
回、芳野まちづくり協議会が「ワン
デイ・チャレンジ」として実施して
いる環境改善活動のひとつで、今回
は、荒廃化しつつあるため池周辺な
どを、適切な草刈りやごみ拾いによ
り、景観と動植物生態系を復元して
いこうと実施されました。終了後
は、恒例となった豚汁とおにぎりが
参加者の皆さんに振る舞われました。
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ワンデイ・チャレンジ

　子どもの体力向上を目的にトップ
アスリート派遣指導事業「陸上競技
教室」が１０月７日、芳野小学校で催
されました。講師に招かれたのはロ
サンゼルスオリンピック１００メート
ル・２００メートルに出場した 不  破  弘  樹 

ふ わ ひろ き

さん。「一本の線上に頭、へそ、足の
裏が来るように意識して走ろう」と
５、６年生約１００人を前に、速く走れ
るポイントを優しく伝えました。練
習した児童たちは、スポーツの基本
である「走ること」に改めて興味を
持ったようでした。
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トップアスリート派遣指導事業
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の
先
駆
け
と
な
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
」
が
あ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
」
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

こ
の
酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
は
、
定
年
を
迎
え

　

こ
の
酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
は
、
定
年
を
迎
え

た
か
た
た
ち
が
、
育
て
ら
れ
お
世
話
に
な
っ

た
か
た
た
ち
が
、
育
て
ら
れ
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
地
域
に
恩
返
を
し
た
い
と
い
う
思
い

て
き
た
地
域
に
恩
返
を
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う
」

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う
」

と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
防
犯
活

と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
防
犯
活

動
を
希
望
す
る
た
く
さ
ん
の
地
域
の
か
た
が

動
を
希
望
す
る
た
く
さ
ん
の
地
域
の
か
た
が

集
ま
り
平
成

年
３
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

集
ま
り
平
成　

年
３
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

１６１６

た
。
た
。酒

出
防
犯
ク
ラ
ブ
は
主
に
小
学
生
の
下
校

　

酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
は
主
に
小
学
生
の
下
校

時
の
時
間
帯
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
声

時
の
時
間
帯
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
声

か
け
・
あ
い
さ
つ
運
動
を
と
お
し
て
子
ど
も

か
け
・
あ
い
さ
つ
運
動
を
と
お
し
て
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
、
現
在
で
は
１
１

た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
、
現
在
で
は
１
１

０
人
を
超
え
る
会
員
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い

０
人
を
超
え
る
会
員
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

こ
の
防
犯
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
、
パ
ト
ロ
ー

　

こ
の
防
犯
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
コ
ー
ス
・
時
間
等
は
特
定
せ
ず
「
で
き

ル
の
コ
ー
ス
・
時
間
等
は
特
定
せ
ず
「
で
き

る
人
が
、
で
き
る
時
に
す
る
」
を
基
本
に
し

る
人
が
、
で
き
る
時
に
す
る
」
を
基
本
に
し

て
い
る
こ
と
。
活
動
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ

て
い
る
こ
と
。
活
動
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
な
環
境
の
も
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

う
な
環
境
の
も
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

「「
地
域
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」と
い
う
自
ら

地
域
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」と
い
う
自
ら

の
意
志
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

の
意
志
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
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酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
自
主
性

　

酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
自
主
性

に
任
せ
た
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
形
は
服

に
任
せ
た
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
形
は
服

装
か
ら
入
る
こ
と
や
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
目

装
か
ら
入
る
こ
と
や
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
目

立
っ
た
服
装
の
方
が
抑
止
効
果
が
あ
る
と
、

立
っ
た
服
装
の
方
が
抑
止
効
果
が
あ
る
と
、

遠
く
か
ら
で
も
防
犯
活
動
中
と
分
か
る
ジ
ャ

遠
く
か
ら
で
も
防
犯
活
動
中
と
分
か
る
ジ
ャ

ン
パ
ー
、
帽
子
を
買
い
そ
ろ
え
、「
活
動
時
は

ン
パ
ー
、
帽
子
を
買
い
そ
ろ
え
、「
活
動
時
は

必
ず
着
用
し
よ
う
」
と
積
極
的
に
行
っ
て
い

必
ず
着
用
し
よ
う
」
と
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

「
現
在
行
っ
て
い
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

　
「
現
在
行
っ
て
い
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

あ
り
方
を
再
確
認
し
て
、
よ
り
安
全
で
明
る

あ
り
方
を
再
確
認
し
て
、
よ
り
安
全
で
明
る

い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
い

い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
い

う
、
酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
の
地
域
に
根
付
い
た

う
、
酒
出
防
犯
ク
ラ
ブ
の
地
域
に
根
付
い
た

活
動
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
温
か
く
見

活
動
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
温
か
く
見

守
ら
れ
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
が
築
か

守
ら
れ
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
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防
犯
ク
ラ
ブ
結
成
か
ら
間
を
置
か
ず
し
て
、

防
犯
ク
ラ
ブ
結
成
か
ら
間
を
置
か
ず
し
て
、

登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
事
件
が

登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
事
件
が

多
発
し
、
身
近
な
地
域
で
も
悲
惨
な
事
件
が

多
発
し
、
身
近
な
地
域
で
も
悲
惨
な
事
件
が

起
き
る
な
ど
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
頻
繁
に
目

起
き
る
な
ど
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
頻
繁
に
目

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
内
で

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
内
で

も
、
模
倣
犯
等
に
よ
る
類
似
事
件
の
再
発
等

も
、
模
倣
犯
等
に
よ
る
類
似
事
件
の
再
発
等

が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
絶
対
に

が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
絶
対
に
安安

全
な
環
境
で
は
な
い
」「
明
日
は
わ
が
身
」と
、

全
な
環
境
で
は
な
い
」「
明
日
は
わ
が
身
」と
、

防
犯
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

防
犯
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
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広報なか１１月号１９

市民活動団体を紹介します

����������
��

週
に
１
回
か
ら
２
回
開
催
す
る
日
本
語
教

　

週
に
１
回
か
ら
２
回
開
催
す
る
日
本
語
教

室
で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
習
得
度
に
合
わ

室
で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
習
得
度
に
合
わ

せ
て
個
別
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
教
室
前

せ
て
個
別
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
教
室
前

に
は
「
ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
十
分
に
理
解

に
は
「
ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
十
分
に
理
解

し
て
も
ら
え
る
か
」
を
常
に
考
え
て
教
室
に

し
て
も
ら
え
る
か
」
を
常
に
考
え
て
教
室
に

参
加
す
る
と
い
う
皆
さ
ん
。
ふ
だ
ん
な
に
げ

参
加
す
る
と
い
う
皆
さ
ん
。
ふ
だ
ん
な
に
げ

な
く
話
し
て
い
る
日
本
語
で
も
、
外
国
の
か

な
く
話
し
て
い
る
日
本
語
で
も
、
外
国
の
か

た
に
教
え
る
と
な
る
と
勝
手
が
違
う
よ
う

た
に
教
え
る
と
な
る
と
勝
手
が
違
う
よ
う

で
、「
日
本
語
を
客
観
的
に
と
ら
え
、
体
系
的

で
、「
日
本
語
を
客
観
的
に
と
ら
え
、
体
系
的

に
教
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

に
教
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
教
え
る
方
も
予
習
復
習
は
欠
か
せ
な

の
た
め
教
え
る
方
も
予
習
復
習
は
欠
か
せ
な

い
ん
で
す
よ
」
と
、
小
泉
和
美
代
表
は
話
し

い
ん
で
す
よ
」
と
、
小
泉
和
美
代
表
は
話
し

ま
す
。
勉
強
に
集
中
し
て
も
ら
お
う
と
生
徒

ま
す
。
勉
強
に
集
中
し
て
も
ら
お
う
と
生
徒

の
子
ど
も
を
見
守
る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

の
子
ど
も
を
見
守
る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
も
ま
さ
に
同
く
ら
ぶ
な

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
も
ま
さ
に
同
く
ら
ぶ
な

ら
で
は
で
、
こ
れ
ら
の
親
身
な
活
動
に
支
え

ら
で
は
で
、
こ
れ
ら
の
親
身
な
活
動
に
支
え

ら
れ
、
こ
の
教
室
で
学
ん
だ
生
徒
の
皆
さ
ん

ら
れ
、
こ
の
教
室
で
学
ん
だ
生
徒
の
皆
さ
ん

が
、
今
ま
さ
に
地
域
に
根
ざ
し
て
生
活
を

が
、
今
ま
さ
に
地
域
に
根
ざ
し
て
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

送
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
出
身
国
も
そ
れ
ぞ
れ
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
出
身
国
も
そ
れ
ぞ
れ
。

各
国
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
に
触
れ
る
こ
と

各
国
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
に
触
れ
る
こ
と

で
、
自
ら
の
持
つ
世
界
感
が
変
わ
っ
た
と
い

で
、
自
ら
の
持
つ
世
界
感
が
変
わ
っ
た
と
い
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う
か
た
も
多
い
そ
う
で
、「
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス

う
か
た
も
多
い
そ
う
で
、「
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス

も
、
生
徒
さ
ん
の
出
身
と
な
る
と
食
い
入
る

も
、
生
徒
さ
ん
の
出
身
と
な
る
と
食
い
入
る

よ
う
に
見
て
し
ま
い
ま
す
。
世
界
が
よ
り
身

よ
う
に
見
て
し
ま
い
ま
す
。
世
界
が
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

小
泉
代
表
。「
生
徒
さ
ん
か
ら
教
わ
る
こ
と

小
泉
代
表
。「
生
徒
さ
ん
か
ら
教
わ
る
こ
と

も
本
当
に
多
い
で
す
。
各
国
の
文
化
や
料
理

も
本
当
に
多
い
で
す
。
各
国
の
文
化
や
料
理

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
明
る
さ
と
バ
イ

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
明
る
さ
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
は
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

タ
リ
テ
ィ
は
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

る
ん
で
す
」
と
皆
さ
ん
は
、
教
室
の
日
を
い

る
ん
で
す
」
と
皆
さ
ん
は
、
教
室
の
日
を
い

つ
も
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

つ
も
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

「
生
徒
さ
ん
が
一
日
も
早
く
地
域
社
会
に

　
「
生
徒
さ
ん
が
一
日
も
早
く
地
域
社
会
に

慣
れ
、
元
気
に
過
ご
し
て
く
れ
た
ら
何
も
い

慣
れ
、
元
気
に
過
ご
し
て
く
れ
た
ら
何
も
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
労
も
持
ち
前
の

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
労
も
持
ち
前
の

明
る
さ
で
跳
ね
返
し
、
一
生
懸
命
日
本
語
を

明
る
さ
で
跳
ね
返
し
、
一
生
懸
命
日
本
語
を

覚
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
、
そ
の
ひ
た
む

覚
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
、
そ
の
ひ
た
む

き
な
姿
勢
が
あ
る
限
り
、私
た
ち
は
頑
張
っ

き
な
姿
勢
が
あ
る
限
り
、私
た
ち
は
頑
張
っ
てて

い
き
ま
す
」
と
、
同
く
ら
ぶ
は
こ
れ
か
ら
も

い
き
ま
す
」
と
、
同
く
ら
ぶ
は
こ
れ
か
ら
も
優優

し
い
ま
な
ざ
し
で
地
域
に
住
む
外
国
の
か
た

し
い
ま
な
ざ
し
で
地
域
に
住
む
外
国
の
か
た

が
た
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
き
ま
す
。

が
た
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
き
ま
す
。

「
先
生
、
で
き
ま
し
た
！
」
こ
れ
か

　
「
先
生
、
で
き
ま
し
た
！
」
こ
れ
か

ら
も
元
気
な
声
が
教
室
に
響
き
ま

ら
も
元
気
な
声
が
教
室
に
響
き
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
生
徒
が

す
。
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
生
徒
が

同
く
ら
ぶ
の
扉
を
叩
く

同
く
ら
ぶ
の
扉
を
叩
く
音
も
ま
た
、

音
も
ま
た
、

絶
え
ず
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

絶
え
ず
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
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「
地
域
に
住
む
海
外
か
ら
来
ら
れ
た
か
た

　
「
地
域
に
住
む
海
外
か
ら
来
ら
れ
た
か
た

は
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
こ
と
で
日
常

は
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
こ
と
で
日
常

生
活
に
お
い
て
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る

生
活
に
お
い
て
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る

は
ず
。
少
し
で
も
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

は
ず
。
少
し
で
も
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
勉
強

な
い
か
」
と
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
勉
強

会
を
始
め
た
の
が
今
か
ら

年
前
。
約
１
年

会
を
始
め
た
の
が
今
か
ら　

年
前
。
約
１
年

１２１２

間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
９
年
に
「
な

間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
９
年
に
「
な

か
日
本
語
く
ら
ぶ
」を
発
足
し
た
皆
さ
ん
は
、

か
日
本
語
く
ら
ぶ
」を
発
足
し
た
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
日
本
語
を
教
え
る「
よ
き
先
生

こ
れ
ま
で
日
本
語
を
教
え
る「
よ
き
先
生
」」とと

し
て
、
ま
た
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
教
え

し
て
、
ま
た
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
教
え

た
り
、
生
活
上
で
の
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
を

た
り
、
生
活
上
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� 人の動き �

那珂市の人口（１０月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７３８人 （＋８）
　女　　　２８，５５５人 （－６）
　計　　　５６，２９３人 （＋２）
世帯数　　２０，３８７世帯 （＋２３）

○出生　３０人
○死亡　３９人

（９月１日～３０日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８００人

　（平成２０年９月末現在・
 前月比１２人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億７，７０６万円

　（平成２０年９月・
 前月比２，６６４万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

９月１５日～１０月１４日（敬称略）

匿名 １０，０００円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

無色に戻りますが、水道水の色がいつ
までも無色に戻らない場合には、お手
数でも次までご連絡ください。なお、
このようなときは飲用を差し控えてく
ださい。また洗濯物に色が付着するこ
とがありますので､ご注意ください。
　この調査は、有事の際に消火栓の機
能を万全にしておくために行うもので
す、皆様のご理解、ご協力をお願い申
し上げます。
問い合わせ／

市水道課（瓜連支所）　�２９６－１９４１

市消防本部　�２９５－２１１１

　平成２０年度個人事業税の第２期分の
納付書は、１１月中旬に発送されます。
納付期間は１１月２１日（金）から１２月１
日（月）までとなりますので、期限内
に納付されますようお願いします。
　なお、すでに預金口座からの振込み
手続きをされているかたは、１２月１日
（月）に口座引き落としになりますの
で、残高の確認をお願いいたします。
　詳しくお知りになりたいかた、ま
た、新たに口座振替制度の申し込みを
希望されるかたは、茨城県常陸太田県
税事務所までお問い合わせください。
問い合わせ／

茨城県常陸太田県税事務所

課税第一課個人事業税担当

常陸太田市山下町４１１９

�０２９４－８０－３３１１

個人事業税の納税について
� 今月の納税  �

○国民健康保険税（普通徴収）　５期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ５期

納期限：１２月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

　７月から受入を開始した「那珂
市ふるさとづくり寄付」の受入結
果についてお知らせします。（１０
月１５日現在）
　匿名 １０，０００，０００円
　先崎　亨　様（千葉県）
　　　　　　　　　　　５０，０００円
　このほかに、１２０，０００円（４件）
の寄付を頂きました。
　皆様の善意に感謝申し上げます。
　ふるさとづくり寄付に関するお
問い合わせは下記までお願いしま
す。
【寄付申し込み等について】

市財政課財政係

�２９８－１１１１　内線５２２

【税金の控除等について】

市税務課市民税係

�２９８－１１１１　内線１６５

ふるさとづくり寄付
受入状況について
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１２月１６日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１２月１９日（金）　※受付は先着順
１０：００～１５：００（昼休みを除く）

場所／市総合センターらぽーる
開設相談／

○行政相談
国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望

○人権相談
人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど

相談員／行政相談委員、人権擁護委員、
法務局職員

問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１２月３日（水）、１０日（水）、
１７日（水）、２４日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／１２月１７日（水）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯科衛生士による個別相談

歯垢染め出し・ブラッシング指
導・歯に関する相談
※希望時、身体計測（身長・体重）
や子育てに関する相談（保健師）
もできます。

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

収集日は／

　平日および祝日や振替休日も通常ど
おり収集を行います。また、年末につ
いては、１２月３１日まで収集を行いま
す。
休業日は／

　日曜日、平成２１年１月１日～１月３
日は収集を行いません。
※祝日や振替休日に大宮地方環境整備
組合環境センターへごみを直接搬入
することはできません。
問い合わせ／

市環境課廃棄物対策係

�２９８－１１１１　内線２５３

大宮地方環境整備組合環境センター

�２９６－１７４４

　消防署では、年間をとおして市内に
設置されている消火栓の機能調査を行
います。そのため、調査後にご家庭で
使用されている水道水が濁る場合がご
ざいます。通常は、蛇口から水道水を
しばらく出し続けますと、濁りが取れ

��������
法律相談

こども歯科相談のおしらせ

心配ごと相談

���������

７日　ののがき脳神経外科クリニック（中台）
�３５２－０５５５

１４日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

２１日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

２３日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

２８日　ルリア記念クリニック（中里）
�２９６－３３３３

３１日　 瓜連慶友整形外科 （古徳）
�２９６－１１１６

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

　平成２０年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年１２月から来年１月にかけて
調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容については、統計
法に基づき秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願い
します。
　http://www.meti.go.jp/statistics/ 
 経済産業省・茨城県・那珂市　

���������	
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行政・人権相談を開設します

燃えるごみの収集について

消防署からのおしらせ
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問い合わせ 
環境課廃棄物対策係 
２９８－１１１１　内線２５３ 

年末年始のごみ収集および
大宮地方環境整備組合環境センターへの

ごみの自己搬入について

中世の文化遺産を訪ねてみましょう。
今回は「城跡」についてです。
■「額田城跡」（市指定文化財）

　中世の武家社会で
 兵 
つわもの

たちが 籠 った城
こも

跡。那珂市内には額
田城・南酒出城・戸
村城・瓜連城・古徳
城・ 城  菩  提  城  跡 の６

じょう ぼ だい じょう せき

か所があります。
　そのうち、規模も
大きく保存状態も最良であるのは額田城跡です。ここは
佐竹氏系、小野崎氏系、江戸氏系と大きく三変したと考
えられます。佐竹氏系は１０代約１７０年、小野崎氏系には
２代目は江戸氏からの養子であり、さらに後代に夫人も
迎えますので江戸氏系とも考えられます。これは後の額
田氏とされて７代約１６５年続いたとされます。　
　本丸・二の丸・三の丸跡に現存する深い堀と土塁は見
事なもので、戦国時代の特徴がよく表れています。市も
草払いや倒木処理等を行い、散策路が開け、阿弥陀寺側
からの通路も整備されました。

■「瓜連城跡」（県指定文化財）

　瓜連城は鎌倉時代
には北条氏が築き、
南北朝時代には南朝
方楠木正成の一族楠
木正家が整備拡充を
しました。
　正家は北朝方佐竹
氏と抗戦すること約
１年、延元元年（１３３６年）１２月、敗れた正家が撤退して廃
城となります。その城跡へ応永１２年（１４０５年）ころに常福
寺が移りました。
　現在でも、境内周辺には深い堀や土塁が残り、中世の
往時を 偲 ぶことができます。

しの

■問い合わせ

　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　�２９７－００８０　那珂市戸崎４２８－２

■燃えるごみの収集

　燃えるごみ収集は、年末は１２月３１日（水）の収集地区ま
で通常どおり行います。年始は平成２１年１月５日（月）の
収集地区から行います。

※ごみは収集当日の朝８時までに出してください。
　（前日の夜や、収集後には出さないでください）
■資源物収集

　「平成２０年度資源物収集日程表」に記載されている日程で
収集を行いますので、ご確認ください。
■大宮地方環境整備組合環境センター（ごみ処理施設）へ

の自己搬入について

※１２月３０日（火）～平成２１年１月４日（日）は、環境センター
への直接搬入はできませんので、ご注意ください。

■問い合わせ　

　環境課廃棄物対策係　�２９８－１１１１　内線２５３

　大宮地方環境整備組合　環境センター　�２９６－１７４４

年始　開始年末　最終収集地区

平成２１年１月５日（月）１２月２９日（月）月・木地区

平成２１年１月６日（火）１２月３０日（火）火・金地区

平成２１年１月７日（水）１２月３１日（水）水・土地区

自己搬入受付月　　日

通常どおり１２月２９日（月）

休　業１２月３０日（火）～
 平成２１年１月４日（日）

通常どおり平成２１年１月５日（月）

　「FOOD OFFストッカー サンモリノ那珂店」では、
地球温暖化防止などの環境活動の一環として、レジ
袋の無料配布中止に取り組んでいます。そのレジ袋
の収益を地域の環境保全等の社会貢献活動に役立て
てほしいと寄付をいただきました。
寄付（２００７年度のレジ袋販売による収益金）

 １２２，２８３円

寄付、ありがとうございます
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藤　
　

康
子 

　

歳
７１

中
台 

石
川　
　

達
夫 

　

歳
６５

飯
田 

平
松　
　

き
く
江 

　

歳
８３

本
米
崎 

吹
野　
　

幸
子 

　

歳
５５

西
木
倉 

植
田　
　

肥 

　

歳
９２

菅
谷 

竹
林　
　

茂 

　

歳
８７

後
台 

鈴
木　
　

利
雄 

　

歳
７４

戸 

茅
根　
　

幸
江 

　

歳
６５

飯
田 

大
内　
　

昭 

　

歳
６５

飯
田 

寺
門　
　

い
ち
子 

　

歳
８１

後
台 

渡
辺　
　

小
吉 

　

歳
７８

菅
谷 

笹
島　
　

き
み 

　

歳
８４

菅
谷 

平
野　
　

重
光 

　

歳
８３

鹿
島 

樫
村　
　

信
一 

　

歳
７４

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

戸
崎 

小
林　
　

�
冬 

達
也

豊
喰 

永
井　
　

幹
大 

渉

菅
谷 

前
嶋　
　

悠
杏 

博
人

菅
谷 

中
島　
　

颯
真 

智
良

中
里 

萩
野
谷　

駈 

秀
克

菅
谷 

久
保
田　

渉 

学

菅
谷 

石
井　
　

菜
直 

孝
直

戸
崎 

滑
川　
　

俊
介 

俊
行

後
台 

三
村　
　

祐
未 

仁
一

本
米
崎 

海
老
澤　

結
衣 

亮

横
堀 

三
浦　
　

瑚
々
奈 

広
志

�
�
�
�
�

�

�
��

�
��

��

�
�
�

��

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

後
台 

金
子　
　

孝
明 

　

歳
８８

後
台 

山
田　
　

か
ね 

　

歳
９３

戸 

久
賀
谷　

�
か 

　

歳
９１

飯
田 

大
森　
　

操 

　

歳
８６

門
部 

大
�
根　

た
け 

　

歳
９２

平
野 

遠
藤　
　

善
吾 

　

歳
８３

菅
谷 

清
水　
　

か
ね 

　

歳
８４

中
台 

五
味　
　

一
夫 

　

歳
６０

戸 

�
橋　
　

あ
さ 

　

歳
９４

戸 

檜
山　
　

勇
之
助 

　

歳
８６

門
部 

中
井
川　

あ
き 

　

歳
９０

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

����

■材料　８人～１０人分
ごぼう …………………２００ｇ　　　
にんじん ………………１００ｇ　　　
干しいたけ ……………５枚　　　
れんこん ………………１００ｇ　　　
しらたき ………………２００ｇ　　　
油揚げ …………………１枚　　　
油 ………………………大さじ３　
砂糖 ……………………大さじ３　
しょうゆ ………………大さじ２　
塩 ………………………小さじ１　
みりん …………………大さじ１　
酒 ………………………大さじ１　
だし汁 ………………… １／２カップ　
酢 ………………………大さじ２　
白ごま …………………大さじ２　

■作り方
①ごぼうは４cmくらいのごく細い千切り、
れんこんは４つ割にして薄く切り、水にさ
らす。
②にんじんも千切りにする。
③干しいたけは、水に戻して細かく切る。
④しらたきは適当に切り、空炒り、または３
分くらいゆでる。
⑤油揚げは湯通しして、縦半分にし、細かく
切る。
⑥鍋に油を熱し、具を１種類づつ入れて炒
め、十分に炒めたところで砂糖、調味料Ａ
を加え煮込む。
⑦仕上げに酢を加えて、よく混ぜさめるまで
このままにしておき味をなじませる。器に
盛り白ごまをふりかける。

■秋冷を覚え、冬の到来が近いことを知る
と、根のもの（根菜）を食べることが肝
要であると古くから言い伝えられてきま
した。今日はそれに習って、手短に入手
できる根菜を使い簡単に作れるものをご
紹介します。

那珂市食生活改善推進員連絡協議会
（高齢食部会ニ中学区代表）

白�　繁子さん

�
�
�
�
�
�
�

Ａ
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	
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父・隆洋さん　母・朱里さん
１１月１８日生まれ（菅谷）

父・友英さん　母・敦子さん
１１月６日生まれ（菅谷）

父・直也さん　母・恵子さん
１１月２２日生まれ（菅谷）

元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね

元
気
に
育
っ
て
、
姉
妹
仲
よ
く
ね
！

元
気
に
育
っ
て
ネ
�

������
りゅう

��� ��

り

��������� ���

りっ か

��������� ��

あつ や

����������������
１１月 November １２月 December

土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

���������	

【一般図書】
●「トライアングル」新津きよみ／角川書店
●「ワルツ（上）」花村萬月／角川書店
●「終末のパラドックス」桂木希／角川書店
●「幕末裏返史」清水義範／集英社
●「聖家族」古川日出男／集英社
●「彫残二人」植松三十里／中央公論新社
●「ことば汁」小池昌代／中央公論新社
●「虚栄の肖像」北森鴻／文藝春秋
●「ばかもの」絲山秋子／新潮社
●「穂足のチカラ」梶尾真治／新潮社
●「空へ向かう花」小路幸也／講談社
●「すべての若き野郎ども」
　　　　　　　久保寺健彦／講談社
●「ありったけの話」中山智幸／光文社
●「ただいま」不知火京介／光文社
●「天神のとなり」五條瑛／光文社
 ほか　

����������
バブルのはじけた不況の中、みんな
自分を探していた。頭でっかちで不
器用な来栖と金持ちのぼんぼんの
多々良。正反対の二人と奇妙に繋が
る煌子。３人が駆け抜けた失われた
１０年の愛と捻れた友情を描く傑作青
春小説！
（角川書店ホームページから）
平山瑞穂／角川書店

��������	
��������	

心の記憶と体の記憶。すべてが、い
つかは溶けて黄金色に光る―。
夏の陽射し、ワインの空き瓶、香水
の残り香……。終わらせた恋の甘さ
と切なさを胸に秘め、輝かしく歩み
出す女たちを描く、充実の作品集！
表題作他、全１７編。
（河出書房新社ホームページから）
谷村志穂／河出書房新社

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３０ 休館日　※１１月２１日臨時休館、１２月２８日正午から休館



広報なか１１月号２５

�
�
�
�
�
�
�
�

　

私
の
古
里
は
北
海
道
の
恵
庭
市

で
す
。恵
庭
市
は
北
海
道
の
玄
関

口
千
歳
空
港
の
あ
る
千
歳
市
と
札

幌
市
の
中
間
に
あ
る
市
で
す
。石

狩
平
野
に
位
置
し
雪
も
降
り
ま
す

が
、道
内
で
は
比
較
的
に
穏
や
か

な
気
候
で
過
ご
し
や
す
い
ま
ち
で

す
。ま
た
、札
幌
市
や
北
海
道
屈
指

の
観
光
地
で
あ
る 
支  
笏  
湖 
へ
の
交

し 

こ
つ 

こ

通
の
便
も
よ
く
、よ
く
遊
び
に
行

き
ま
し
た
。

　

恵
庭
市
に
は
有
名
な
名
物
や
伝

統
芸
能
が
少
な
い
の
で
、私
が
過

ご
し
た
日
々
の
思
い
出
を
紹
介
し

ま
す
。

　

北
海
道
の
冬
と
い
え
ば
雪
で
す

が
、恵
庭
市
で
は
ス
キ
ー
よ
り
も

ス
ケ
ー
ト
が
盛
ん
で
、校
庭
の
雪

を
踏
み
固
め
水
を
撒
く
と
、数
日

後
に
は
立
派
な
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

に
な
り
ま
す
。体
育
の
授
業
で
は

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
が
あ
り
、放

課
後
の
遊
び
は
、も
っ
ぱ
ら
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
鬼
ご
っ
こ
を
し

て
日
が
暮
れ
る
ま
で
夢
中
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
札

幌
雪
ま
つ
り
や
、支
笏
湖
の 
氷  
濤 

ひ
ょ
う 

と
う

ま
つ
り
に
も
行
き
ま
し
た
。氷
濤

ま
つ
り
は
、湖
畔
に
氷
の
像
を
作

り
、夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
厳

寒
の
夜
空
に
打
ち
上
が
る
花
火
が

氷
に
照
ら
さ
れ
、そ
の
幻
想
的
な

光
景
は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

夏
に
は
、支
笏
湖
で
湖
水
浴
を

し
ま
し
た
。水
が
冷
た
く
数
分
で

す
ぐ
唇
が
青
く
な
り
ま
し
た
が
、

水
が
と
て
も
き
れ
い
で
、湖
底
数

十
メ
ー
ト
ル
に
沈
ん
だ
木
々
が
見

え
、怖
い
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
近
、こ
の
支
笏
の
水
が
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
売
ら
れ
て

い
る
の
を
見
て
、支
笏
湖
の
景
色

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

お
盆
に
は
、す
ず
ら
ん
を
模
っ

た
鳴
子
を
持
っ
て
、す
ず
ら
ん
踊

り
を
お
ど
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
と
い
え
ば
食
べ
物
が
お

い
し
い
所
で
す
が
、私
が
一
番
好

き
な
物
は
、ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
す
。ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
は
独
特
の
匂
い
が
あ

り
敬
遠
す
る
人
も
い
ま
す
が
、私
は

こ
の
匂
い
、味
が
大
好
き
で
、帰
省

す
る
と
必
ず
食
べ
て
い
ま
す
。最
近

は
、帰
省
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、実
家
か
ら
送
っ
て

も
ら
い
、古
里
の
味
を
我
が
家
で

も
お
い
し
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

�

 
湖 
の
風
ま
と
も
に
園
の
乱
れ
萩 

堀　

口　

泉　

流

う
み灯

が
誘
う
大
東
京
や
釣
瓶
落
つ 

秋　

野　

三　

峰

直
立
の
佛
門
の
兵
曼
珠
沙
華 

眞　

�　

一　

耕

見
沼
田
ん
ぼ
見
渡
す
限
り
草
紅
葉 

長
谷
川　

和
希
子

下
界
万
緑
木
々
の
静
も
り
風
澱
む 

堀　

口　

白　

流

仰
ぎ
見
る
シ
ュ
テ
ハ
ン
寺
院
秋
惜
し
む 

栗　

原　

冨　

久

日
本
晴
れ
千
年
の
幹
小
銭
抱
き 

栗　

原　

三　

枝

運
動
会
三
つ
編
み
に
し
て
送
り
出
す 

塙　
　
　

静　

風

く
る
ぎ
棒
上
手
に
廻
し
そ
ば
落
と
す 

井　

坂　

光　

位

蒼
天
に
無
数
飛
び
交
う
赤
と
ん
ぼ 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

コ
ス
モ
ス
の
背
丈
伸
び
き
り
農
機
小
屋 

鈴　

木　

三　

風

つ
れ
づ
れ
の
旅
を
い
ろ
ど
る
紅
葉
か
な 

飯　

島　

カ
チ
子

大
刈
り
田
跳
ね
る
エ
プ
ロ
ン
追
う
幼 

木　

内　

晴　

絵

寒
天
に
夭
折
木
魚 
嗚  
咽 
の
音 

眞　

�　

蒼　

月

お 
え
つ

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会

盆
太
鼓
花
火
の
音
も
消
え
失
せ
て
ま
ど
ろ
む
宵
に 
蜩 
の
鳴
く 

仲　

田　

歌　

子

ひ
ぐ
ら
し

万
華
鏡
の
ぞ
け
ば
広
が
る
春
の
野
の
け
し
き
購
う
夢
つ
む
ぎ
た
く 

池　

田　

美
代
子

繰
り
言
が
あ
る
の
か
烏
お
ま
え
に
も
今
日
の
鳴
き
声
少
し
変
だ
ぞ 

大　

森　

勝　

代

あ
の
人
も
ま
た
か
の
人
も
逝
き
た
り
と
数
う
る
宵
は
昭
和
に
戻
る 

桐　

原　

富
貴
子

庭
を
這
う
ま
い
ま
い
う
っ
か
り
踏
み
つ
け
て
長
く 
歪 

い
び
つ

な
わ
が
影 
顕 
た
す 

和　

田　

智　

子

た

次
々
に
コ
ン
バ
イ
ン
よ
り
吐
き
出
さ
る
る
新
藁
は
稲
の
香
り
放
て
り 

小
田
倉　

玲　

子

台
風
の
傷
み
に
耐
え
て
朝
顔
は
清
清
し
く
も
風
に
さ
揺
ら
ぐ 

中　

崎　

美
登
利

 
蘗 
の
稲
穂
に
遊
ぶ
雀
ら
が
過
疎
の
村
里
賑
わ
す
日
暮
れ 

赤　

塚　

満　

夫

ひ
こ
ば
え

啄
木
の
心
す
く
い
て 
短  
歌 
五
曲
合
唱
祭
に
歌
い
き
り
た
り 

高　

畠　

久
美
子

う 

た

少
年
の
日
に
覚
え
し
と
長
き
名
の
寿
限
無
寿
限
無
を
リ
ズ
ム
よ
く
友
は 

塙　
　
　

紀　

子

����

��������	

���������
����������

え にわ

山�雅宏さん／北酒出

■ふるさと一口メモ
　北海道の中央西部に位置し、
市域は東西に長い。「花のまち」
として水と緑と花に彩られた都
市環境を掲げ、早くから住宅地
整備を進めるとともに、公共下
水道や大学、専門学校、工業団
地などの都市基盤整備が進めら
れている。
　また、市民主導による花のま
ちづくりが盛んに行われ「ガー
デニングのまち」として全国的
に知られるようになった。
　中西部は原野と山岳があり陸
上自衛隊島松演習場がある。
人口約６８，５００人

恵庭市

▲

北海道



 

　
私
は
今
、
販
売
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
最
近
は
指
導
係
と
し
て
接
客
以
外
の

仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
販
売
員

と
し
て
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
笑
顔
が
見
ら

れ
た
り
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
一
言

が
聞
け
た
り
し
た
と
き
に
、「
や
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
」
と
、
こ
の
仕
事
に
対
す
る

誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
小
学
３
年
生
か
ら
始
め
た
太
鼓
。
毎
年

夏
に
は
大
助
ば
や
し
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
大
助
ば
や
し
を
子
ど
も
た
ち
に

教
え
な
が
ら
、
そ
こ
で
出
会
う
か
た
が
た

と
の
つ
な
が
り
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
週
に

１
回
程
度
、
サ
ー
フ
ィ
ン
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た

友
人
と
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
も
続
け

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
　 

　「
変
わ
り
た
い
か
ら
か
か
わ
り
た
い
。

好
奇
心
か
ら
向
上
心
」
を
胸
に
、
こ
れ
か

ら
も
公
私
共
に
、
人
と
の
か
か
わ
り
や
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
志
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　静ヒルズゴルフカントリークラ
ブで行われた日本プロゴルフシニ
ア選手権大会。期間中は第２回市
民フェスタも開催され、物産コー
ナーや多くのイベントで賑わいを
見せました。また、コース内では

ステージイベントに、那珂市や常
陸大宮市などから踊りや太鼓など
が元気よく登場。緑に囲まれ、開
放感たっぷりの広々としたステー
ジに、演技者もさわやかな笑顔を
見せていました。 

福田　２３歳 

印刷／いばらき印刷株式会社 




